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▼
ケ
ー
ス
①
息
子
や
孫
を
装
う
「
オ

レ
オ
レ
詐
欺
」

　「
風
邪
で
声
が
変
な
ん
だ
」「
電
話

番
号
が
変
わ
っ
た
の
で
、
登
録
し
て

お
い
て
」
と
電
話
の
後
、

　「
会
社
の
お
金
が
入
っ
た
バ
ッ
ク

を
電
車
内
に
置
き
忘
れ
た
」

　「
友
だ
ち
の
借
金
の
保
証
人
に

な
っ
て
い
て
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」

　
こ
の
よ
う
に
、
お
金
が
急
に
必
要

に
な
っ
た
と
告
げ
て
、
振
り
込
み
を

依
頼
し
た
り
、　「
知
人
（
バ
イ
ク
便

な
ど
）
に
取
り
に
行
か
せ
る
か
ら
渡

し
て
」
な
ど
と
現
金
の
手
渡
し
を
指

示
し
ま
す
。

怯
対
処
方
法
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対
応
し
た
男
性
に
「
返
金
は
本
人

確
認
が
必
要
な
の
で
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現
金

自
動
預
払
い
機
）
を
利
用
し
て
本
人

確
認
す
る
」
と
言
わ
れ
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
前

で
再
び
電
話
、
指
示
さ
れ
る
ま
ま
に

操
作
し
現
金
を
振
り
込
ん
で
し
ま
っ

た
。
　
こ
れ
は
市
内
で
実
際
に
起
き
た
事

例
で
す
。
犯
人
は
あ
た
か
も
税
金
な

ど
を
還
付
す
る
な
ど
の
手
続
き
で
あ

る
か
の
よ
う
に
装
っ
て
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
へ

誘
導
し
ま
す
。
誘
導
後
、
携
帯
電
話

で
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
指
示
し
て
、
自

己
の
口
座
か
ら
犯
人
の
口
座
へ
現
金

を
振
り
込
ま
せ
よ
う
と
し
ま
す
。

　
し
か
し
、
市
役
所
な
ど
官
公
庁
が

Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
指
示
す
る
こ
と
は
、

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

怯
対
処
方
法

　「
お
金
」「
カ
ー
ド
」「
Ａ
Ｔ
Ｍ
」の

話
が
出
た
ら
、
詐
欺
の
疑
い
が
あ
り

ま
す
。
迷
わ
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

【
千
葉
県
警
察
 振
り
込
め
詐
欺
相
談

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
】（
緯
0
1
2
0
―

4
9
4
―
5
0
6
）。

※
平
日
・
午
前
8
時
　
分
～
午
後
5

30

時
　
分
。

15
【
印
西
警
察
署
生
活
安
全
課
】（
緯
碓42 

0
1
1
0
）。

怯
銀
行
を
装
う
「
劇
場
型
詐
欺
」

に
も
注
意
外

　「
あ
な
た
の
口
座
が
振
り
込
め
詐

欺
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま

だ
と
預
金
が
下
ろ
せ
な
く
な
る
。
銀

行
協
会
の
職
員
を
伺
わ
せ
ま
す
」

　「
拾
得
物
の
中
か
ら
あ
な
た
名
義

の
カ
ー
ド
が
出
て
き
ま
し
た
」

　
こ
の
よ
う
に
、
言
葉
巧
み
に
通
帳

　
ま
ず
「
事
実
か
ど
う
か
確
認
す
る

こ
と
」
で
す
。
緊
急
時
の
連
絡
先
と

し
て
、
本
人
の
携
帯
電
話
番
号
や
勤

務
先
の
電
話
番
号
、
友
人
の
連
絡
先

な
ど
を
把
握
し
て
お
き
、
い
つ
で
も

確
実
に
連
絡
が
取
れ
る
よ
う
に
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
電
話
が
つ
な
が
ら

な
い
、
連
絡
先
が
分
か
ら
な
い
な
ど

で
、
連
絡
が
取
れ
な
い
場
合
に
は
、

す
ぐ
に
警
察
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
ケ
ー
ス
②
「
還
付
金
詐
欺
」

　
保
健
セ
ン
タ
ー
職
員
を
名
乗
る
人

物
か
ら
「
医
療
費
の
返
金
手
続
き
書

類
が
届
い
て
い
な
い
の
で
、
○
○
番

号
へ
電
話
し
て
、
返
還
手
続
き
を
し

て
欲
し
い
」
と
の
電
話
が
あ
り
、
指

定
さ
れ
た
電
話
番
号
に
か
け
た
。

と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
受
け
取
り

に
来
ま
す
。
さ
ら
に
、
手
続
き
を
ス

ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
に
な
ど
と
言
っ

て
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
暗
証
番

号
を
聞
き
出
し
ま
す
。
複
数
の
人
間

で
役
を
演
じ
分
け
る
「
劇
場
型
」
と

い
う
詐
欺
も
存
在
し
ま
す
。

怯
対
処
方
法

　「
事
実
か
ど
う
か
確
認
す
る
こ

と
」
が
大
切
な
の
は
、
ケ
ー
ス
①
と

同
様
で
す
。
ま
た
、
警
察
や
銀
行
が

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
預
か
り
に
行

く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

《
参
考
》

【
警
察
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】（
■ＨＰ h

ttp
://w

w
w
.n
p
a.g
o
.jp
/safe

t
y
life
/se
ian
k
i3
1
/1
_
h
u
rik

o
m
e
.h
tm

）。

振
り
込

 振
り
込
めめ
詐
欺
 詐
欺
 （
オ
レ
オ
レ
詐
欺
・
還
付
金
詐
欺
）
が
多
発

（
オ
レ
オ
レ
詐
欺
・
還
付
金
詐
欺
）
が
多
発
中中
鎧鎧

さ

ぎ

 止
ま
ら
な
い
被
害

　「
自
分
は
大
丈
夫
」
が
一
番
危
な
い

　
還
付
金
の
返
却
を
名
目
に
お
金
を
だ
ま
し
取
る
詐
欺
や
、
家

族
・
警
察
官
・
弁
護
士
な
ど
に
な
り
す
ま
し
、
お
金
を
引
き
出

さ
せ
る
詐
欺
が
、
市
内
で
も
多
発
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
詐

欺
の
被
害
者
は
、
特
に
高
齢
者
に
多
い
の
が
特
徴
で
す
。
対
処

法
を
学
び
、
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

JR木下駅北口に駅前広場が完JR木下駅北口に駅前広場が完成成
　完成した広場は、歩道を広く確保し、体
が不自由な人のための乗降場を設置するな
ど、利用者に配慮した広場となっています。
　また、歩道拡幅エリアには、水の流れと
地元の祭りをイメージしたデザインブロッ
クが敷設されています。
　この広場の完成により、駅利用者の安全
と利便性の向上が期待されます。
■問  建設課建設班（緯内線726・727）。▲広々とした歩道やロータリーが整備された

木下駅北口の駅前広場

ふれあいバス西ルーふれあいバス西ルートト
JR木下駅北口駅前広場にバス停を新JR木下駅北口駅前広場にバス停を新設設

　
ふ
れ
あ
い
バ
ス
西
ル
ー

ト
で
は
、
木
下
駅
北
口
駅

前
広
場
完
成
に
伴
い
、
7

月
　
日
画
か
ら
「
木
下
駅

12
前
」
バ
ス
停
を
廃
止
し
、

新
た
に
J
R
木
下
駅
北
口

駅
前
広
場
に
「
木
下
駅
北

口
」
バ
ス
停
を
新
設
し
ま

す
（
位
置
な
ど
は
左
図
参

照
）。
　
な
お
、
こ
の
変
更
に
伴

う
、
運
行
時
刻
の
変
更
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
掲
載
中
で
す
。

■問 
企
画
政
策
課
交
通
政
策

室
（
緯
内
線
４
７
５
・
４

７
６
）。

Ｂ．１６５．５２０

JR成田線 木下駅

木下駅前（廃止）

郭至 我孫子 至 成田閣

隔
 中
央
公
民
館
木下駅北口
（新設）

「牧の台二丁目・三丁目」「滝野七丁目」　「牧の台二丁目・三丁目」「滝野七丁目」がが
新たな住所表示として決新たな住所表示として決定定

　千葉ニュータウン事業の進展に伴い、平成25年6月24日から
印西牧の原駅北側の区域（千葉ニュータウン21住区および23住
区）の一部が「牧の台二丁目・三丁目および滝野七丁目」という
新しい住所の表示となりました（下図参照）。
　新しい住所表示については、印西市住所表示審議会からの答申
を踏まえ、6月の定例市議会で議決を経て、決定したものです。
■問 総務課総務法規班（緯内線436・437）。

印西牧の原駅
国道464号国道464号線線

滝野七丁目

バス停留所

『留守番電話大作戦』
振り込め詐欺にはだまされない

　在宅時でも留守番電話にしておけば「振り
込め詐欺の犯人と話さなくてすむ」ため、被
害を防ぐ手立てになります。

振り込め詐欺防止4つの心得
①「電話番号が変わった」は詐欺
　息子などのふりをする犯人は、あらかじめウソ
の電話番号を伝え、本当の息子などと連絡を取ら
せないようにします。
②「すぐにお金が必要」は詐欺
　「すぐに」「いつまでに」などと言われると人は慌
てるものです。それが犯人の手口です。
③「カードを預かる」「暗証番号を教えて」は詐欺
　犯人は警察官や銀行関係者を名乗り、キャッ
シュカードをだまし取ろうとします。警察官や銀
行関係者が暗証番号を聞くことはありません！
④「知り合いが取りに行く」「振り込んで」は詐欺
　息子でないことがばれないように、他人を利用
して顔を見せません。

牧の台三丁目

牧の台二丁目


